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書
き
損
じ
は
が
き
で
途
上

国
を
支
援
し
よ
う
｜
｜
。
国

際
協
力
サ
ー
ク
ル
Ｓ
・
Ｉ
・

Ａ
は
、
書
き
間
違
い
や
印
刷

ミ
ス
で
使
用
で
き
な
か
っ
た

年
賀
状
や
は
が
き
の
回
収
を

行
っ
て
お
り
、
多
く
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ
の
書
き
損
じ

は
が
き
回
収
活
動
は
２
０
０

８
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お

り
、
多
摩
区
・
３
大
学
連
携

協
議
会
が
後
援
。
回
収
し
た

は
が
き
は
、
途
上
国
支
援
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ

ン
ガ
ー
・
フ
リ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
を
通
じ
て
南
米
ボ
リ
ビ
ア

に
寄
付
す
る
。
は
が
き
１
枚

で
お
か
ゆ
１
食
分
の
支
援
に

な
る
と
い
う
。

　
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
12
月
11

日
か
ら
１
月
15
日
ま
で
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
１
階

と
多
摩
区
役
所
に
設
置
す

る
。

　
は
が
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
川
千
鶴
さ
ん
（
文
１
）
と

田
中
優
実
さ
ん
（
文
１
）
は

「
日
本
に
い
な
が
ら
で
も
、

途
上
国
の
人
た
ち
を
支
援
で

き
る
。
１
人
で
も
多
く
の
人

が
、
１
枚
で
も
い
い
か
ら
書

き
損
じ
は
が
き
を
投
じ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ
で
は
こ
の
ほ

か
１
月
中
旬
ま
で
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
購
買
会
で
、
途
上

国
の
人
々
を
支
え
る
公
正
な

貿
易
の
仕
組
み
で
あ
る
「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
販
売
し
て
い
る
。

書き損じだって役に立つ
S.I.A はがき回収

書き損じはがき回収ボックスを手

にする中川さん（右）と田中さん

デ
ジ
タ
ル
灯
ろ
う
づ
く
り
楽
し
む

情
報
科
学
研
公
開
講
座
で
小
学
生
ら

高
校
生
に
コ
マ
ン
ド
の
書
き
込

み
方
を
指
導
す
る
飯
田
教
授

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

た
も
の
づ
く
り
を
体
験
し
て

も
ら
う
情
報
科
学
研
究
所

（
関
根
純
所
長
）
の
公
開
講

座
「
Ｉ
Ｔ
×
も
の
づ
く
り
入

門
」
が
11
月
４
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
小

学
生
と
保
護
者
ら
20
人
、
教

育
交
流
提
携
校
の
埼
玉
県
浦

和
学
院
高
、
神
奈
川
県
向
上

高
の
生
徒
21
人
が
参
加
し
、

色
鮮
や
か
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
点
灯

す
る
デ
ジ
タ
ル
灯
ろ
う
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
ん

だ
。

　
飯
田
周
作
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授
の
説
明
を
聞

き
、
参
加
者
は
光
の
三
原
色

（
赤
、
緑
、
青
）
に
基
づ
い

て
発
光
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
黄
色

に
光
ら
せ
る
た
め
に
数
値
を

変
更
し
た
り
、
変
数
を
入
力

し
て
点
滅
さ
せ
る
こ
と
に
挑

戦
。
サ
ポ
ー
ト
役
の
学
生
４

人
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
マ
ン
ド
を
書

き
込
ん
で
い
っ
た
。
最
後
は

会
場
の
電
気
を
消
し
、
完
成

品
を
観
賞
し
た
。

　
小
学
４
年
生
の
女
児
は

「
初
め
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
け
ど
、
思
い
ど
お

り
に
光
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
家
で
続
き
を
や
り
た
い

く
ら
い
」
と
、
楽
し
み
な
が

ら
数
値
を
入
力
し
て
い
た
。

　
飯
田
教
授
は
「
テ
レ
ビ
や

電
子
レ
ン
ジ
な
ど
複
雑
な
動

き
を
す
る
も
の
も
基
本
的
な

考
え
方
は
同
じ
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
も
の
を
作
る
作
業

の
一
端
を
知
っ
て
も
ら
え
た

の
で
は
」
と
話
し
た
。

　
気
候
な
ど
の
現
地
観
測
を

テ
ー
マ
に
し
た
自
然
科
学
研

究
所
（
小
林
昭
裕
所
長
）
の

第
20
回
公
開
講
演
会
が
11
月

18
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
地
表
面
で
と
ら

え
る
身
近
な
気
候
の
変
化

と
、
富
士
山
頂
で
の
研
究
に

つ
い
て
、
赤
坂
郁
美
文
学
部

准
教
授
と
、
土
器
屋
由
紀
子

江
戸
川
大
名
誉
教
授
が
講
演

し
た
。

　
都
市
気
候
を
研
究
し
て
い

る
赤
坂
准
教
授
は
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
気
温

観
測
に
つ
い
て
講
演
。
東
京

の
平
均
気
温
が
百
年
間
で
３

度
上
昇
し
た
の
は
地
球
温
暖

化
に
加
え
、
都
市
化
に
よ
る

気
温
上
昇
が
影
響
し
て
い
る

と
説
明
し
た
。

　
首
都
圏
の
各
地
点
の
時
間

ご
と
の
気
温
変
化
を
比
較
す

る
と
、
都
心
は
夜
間
の
気
温

が
高
い
が
、
日
中
は
海
風
の

影
響
で
周
辺
都
市
に
比
べ
て

気
温
は
上
が
り
に
く
く
、
高

温
域
は
埼
玉
南
部
に
移
動
す

る
こ
と
を
示
し
た
。「
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
地
域
特
性

を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
そ
の
地
域
に
適
し
た
対

策
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
た
。

　
地
表
面
か
ら
話
は
標
高
３

７
７
６
㍍
の
富
士
山
測
候
所

に
移
る
。
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る

会
理
事
の
土
器
屋
氏
は
、
同

測
候
所
の
歴
史
と
研
究
成
果

を
披
露
し
た
。

　
富
士
山
測
候
所
は
気
象
庁

が
通
年
気
象
観
測
し
て
い
た

が
２
０
０
４
年
に
無
人
化
。

研
究
者
ら
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

立
ち
上
げ
、
気
象
庁
か
ら
施

設
を
借
り
、
07
年
か
ら
夏
季

だ
け
の
観
測
を
開
始
し
た
。

以
来
10
年
間
、
土
器
屋
氏
の

専
門
の
大
気
化
学
の
ほ
か
宇

宙
線
科
学
、
雷
、
高
所
医
学

な
ど
多
角
的
な
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
。「
山
頂
で
は
良

い
デ
ー
タ
が
取
れ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
が
同

じ
場
所
で
研
究
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
」
と
土

器
屋
氏
。
施
設
の
電
源
管
理

の
課
題
だ
っ
た
雷
に
つ
い
て

も
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
絶

好
の
観
測
場
所
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
と
い
う
。

　
会
場
か
ら
は
地
表
と
富
士

山
頂
そ
れ
ぞ
れ
の
観
測
方
法

に
つ
い
て
の
質
問
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。

　
講
演
か
ら
質
疑
応
答
ま
で

全
て
英
語
で
展
開
す
る
第
１

６
６
回
国
際
交
流
特
別
講
演

会
「
や
さ
し
い
英
語
に
よ
る

経
済
学
講
座
」（
全
５
回
）

が
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
９

日
ま
で
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た

写
真
。

　
講
師
は
経
済
学
部
海
外
客

員
教
授
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

リ
ム
氏
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
ワ
イ
カ
ト
大
学
）。
リ

ム
教
授
は
２
０
０
１
年
か
ら

ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
来
日
し

講
演
会
を
開
い
て
お
り
、

「
生
活
に
密
着
し
た
話
題
で

経
済
学
を
分
か
り
や

す
い
英
語
で
解
説
し

て
く
れ
る
」
と
人
気

が
高
い
。

　
今
回
の
総
合
テ
ー

マ
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
経
済
パ
ズ
ル

解
説
　
５
つ
の
ｉ

ｆ
」。聴
講
者
は
回
を

追
う
ご
と
に
増
え
、

５
回
で
延
べ
３
５
０

人
が
参
加
し
た
。

や
さ
し
い
英
語
で
経
済
学

富
士
山
測
候
所
に
つ
い
て

講
演
す
る
土
器
屋
氏
。
後

ろ
は
赤
坂
准
教
授

地表から富士山頂まで

現地観測の重要性語る
自然科学研究所講演会

生
田
２
号
館
（
手
前
）
と
３
号
館

　
昨
年
12
月
に
竣
工
し
た
生
田
２
・

３
号
館
が
、
第
61
回
神
奈
川
建
築
コ

ン
ク
ー
ル
一
般
建
築
物
部
門
の
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。
本
学
が
同
賞
を
受

賞
す
る
の
は
２
０
１
５
年
の
国
際
交

流
会
館
以
来
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
神
奈
川
県
と
横

浜
、
川
﨑
な
ど
県
内
12
市
の
主
催

で
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は

一
般
建
築
物
、
住
宅
部
門
合
わ
せ
て

76
件
の
応
募
が
あ
り
、
20
件
が
入

賞
。
11
月
16
日
、
横
浜
市
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、賞
状
と
盾
が
贈
ら
れ
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実

践
す
る
２
号
館
は
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｎ

Ｇ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
な
ど
大
小
の

教
室
の
ほ
か
、
博
物
館
実
習
を
行
う

展
示
実
習
室
、
収
録
ス
タ
ジ
オ
な
ど

を
備
え
る
。

　
３
号
館
は
研
究
棟
と
し
て
、
大
学

院
生
研
究
室
や
、
教
員
研
究
室
が
あ

る
。
最
上
階
に
は
多
目
的
に
利
用
で

き
る
ホ
ー
ル「
蒼そ

う

翼よ
く

の
間
」
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
眺
望
が
利
用
者
を
出
迎

え
て
い
る
。
建
物
前
面
の
ガ
ラ
ス

は
、
四
季
折
々
の
木
々
や
、
内
部
の

学
生
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
活
動

を
日
々
映
し
出
し
て
い
る
。

　
今
回
の
受
賞
は
「
色
彩
や
デ
ィ
テ

ー
ル
ま
で
丁
寧
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

大
学
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル

性
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

授
業
形
態
に
合
わ
せ
た
計
画
性
と
が

組
み
合
わ
さ
っ
た
建
築
で
、
生
田
緑

地
に
合
わ
せ
た
植
栽
空
間
も
熟
考
さ

れ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　
２
号
館
は
地
下
１
階
地
上
２
階
建

て
、
３
号
館
は
地
上
７
階
建
て
。
延

べ
床
面
積
は
計
９
８
５
３
・
99
平
方

㍍
。
設
計
は
日
建
設
計
、
施
工
は
鹿

島
建
設
。

神
奈
川
建
築

コ
ン
ク
ー
ル

生
田
２
・
３
号
館

一
般
建
築
物
部
門
優
秀
賞

　専修大学フィルハーモニー管弦楽団

（王伸子団長）の第45回定期演奏会が

12月１日、横浜みなとみらい大ホールで開かれた＝写真。

　ドボルザークの交響曲第９番「新世界から」、チェコ組曲など

３曲を演奏。会場の約600人を魅了した。指揮は林憲秀さん。楽

団は学生メンバー 44人と賛助会員合わせて78人編成。学生代表

の佐藤大貴さん（法３、チェロ）は「メインの『新世界から』は

よく知られている曲なので、自分たちで曲を作っていこう、とい

う心意気で演奏した」と語った。

　川崎市多摩区にキャンパスの

ある専修、明治、日本女子の３

大学の学生による合同コンサー

ト「2017多摩区３大学コンサー

ト～水と緑の学びのまち～」

（多摩区・３大学連携協議会主

催）が11月11日、多摩市民館ホ

ールで開かれた。総合司会は専修大学放送研究会「ＡＲＥＡ」の

メンバーが務めた。専大からは箏、三味線、尺八を合奏する三曲

研究会（川口夏輝代表・経済３、会員59人）が出演し、みやびな

音色で550人の聴衆を魅了した＝写真。

多摩区３大学コンサート

専フィル定期演奏会

和洋の調べで魅了 ♬♬♬


